
開催
報告

方針を通して、他
大学生協の様子を
知ることができま
した。

00 ブロック方針について

2022年度のブロック方針策定に向けて
ブロック方針の位置づけと構造を確認しつつ、「方針の

実現」を軸に議論を行いました。各活動方針で特に教訓的
だった取り組みを用いながら、ブロックの仲間の活動を知
り自大学生協の活動を振り返りました。本日議論をした内
容をぜひ、専務や他の学生委員とも話してみてください。

01 成年年齢引き下げについて

成年年齢引き下げを推進していこう
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開催概要
日程：2021年10月24日(日)
場所：Zoom

参加者（カッコ内は人数）
龍谷大(3)、京教大(1)、 京都橘(1)、 奈良女(2)、奈教大(2)、
奈県大(3)、滋賀大(2)、 滋県大(2)、大阪大(1)、 阪電通(1)、
和歌山(1)、大教大(3)、樟蔭女(2)、 神戸大(3)、親和女(1)、
関学大(2)、兵県大(3)、富山大(3)、福井大(1)
計19会員37名

【発行元】全国大学生協連関西北陸ブロック

関西北陸ブロック

ブロック学生委員会#4

春の共済活動に向
けて“今どんなこと
ができるか”考える
機会になりました。

2022年4月より成年年齢引き下げが実施されるにあたっ
て、引き下がることへのリスクや、引き下がっても変わら
ないことなどを、京滋・奈良エリア消費者教育タスクチー
ムが作成した出前講座の資料をもとに、みんなで学びまし
た。リスクが高いといわれる次の新入生に向けて特に、何
かできないかこれからも考えていきたいですね。

まずは、自分たち
できちんと把握し
た上で、新学期活
動の時などでしっ
かり新入生に伝え
ていきたいと思い
ました。

春の健康・安全活動について

『共済』について実態・実感を基に伝えてほしい
大学生協の学生総合共済は私たちの生活実態をもとに制

度改定が行われています。また「たすけあいの輪」を広げ
るといった目的のために加入率等の数値目標があります。
協議ポイントとして、春の新入生サポートセンターや保

護者説明会に向けて、これまでの共済活動と今年度の共済
活動を振り返り、計画的に活動を行っていく大切さについ
て考えました。



新学期は組合員とのファーストコンタクト
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今年度の会議は以上です！
22年度も引き続き、参加お待ちしております！

文責：ブロック学生事務局[齋藤 薫]
Saito.Kaoru@univ.coop

03
新学期のテーマ

ブロックで22年度の新学期の意思統一

この時間では、22年度関西北陸ブロック新学期テーマを
お披露目しました。新学期のテーマから受験生の時の不安
を出し合い、受験生にどうやって寄り添うかを考えました。
関西北陸ブロックとして、受験生や上回生に目を向けて、

入学から卒業まで組合員に寄り添っていく新学期活動を目
指す意思統一の場になりました。

Ｂｂｂ
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新学期テーマを関
西北陸ブロックの
みんなで推進して
きましょう！！

大学生協の「想
い」を伝える事と、
自分自身の生活が、
大学生協と関わっ
てどう良くなった
のかを意識して新
学期に臨もう！

04
新学期における組合員の
アプローチについて

この時間では、新学期活動を行う上で大切なポイントと
して、「大学生協の仕組みや魅力、想いをしっかりと伝え
ること」を確認しました！新学期の段階で、大学生協につ
いてしっかりと理解し、魅力的に感じてくれる組合員が増
えることで、その後の活動や運営参加に繋がっていきま
す！新入生に伝えたい仕組みや魅力を、改めて確認しあい
ましょう！！

気軽に相談す
る場所がある
と知って、気
持ちが軽く
なった気がし
ます。
(奈良女大・2
年）

05 エリアの時間（京滋・奈良）

みんなでエリアを作ろう！
エリアの時間では、正副学生委員長ならではの想いや不

安を出し合いました。その意見をもとにみんなで協力でき
ること・話し合いたいことを考えました。
正副学生委員長のみんなと京滋・奈良エリア担当の学生

事務局で一緒に京滋・奈良エリアを作っていくことを再確
認し、エリアの仲間を感じることができる時間となりまし
た。

Ｆｆ
ｂ

たくさんお話で
きて楽しかった
です！悩みにア
ドバイスをいた
だけてよかった。
（参加者アン
ケートより）

05 エリアの時間（大兵和）

エリアの時間では、正副学生委員長の悩みや不安を大き
くテーマごとにグループ分けして、お互いに相談・交流し
ました。
同じエリアの正副学生委員長と悩みを共有してみんなで

考えることで、悩みを解決することができ、さらにエリア
で一緒に頑張っている仲間を感じることができる交流にな
りました。

お悩み相談会

これから、1年生
と一緒に企画を
考えていきた
い！
（富県大・2年）

05 エリアの時間（北陸）

現状について共有し、エリアについて考える
エリアの時間では、北陸エリアではそれぞれの学生委員

会の様子について共有し、今後の北陸エリアに必要なもの
について考えました。
正副委員長からは、今抱えている、悩み・課題について

も出てきました。それらについて正副委員長が主体的に協
議を進めている姿が見られました！
今後もエリア内で気軽につながれる関係を築いていって

ほしいと思います！


